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一 人 多 役

写真とデザインと草の根文化芸術活動  直井保彦さん・恵さん
自然も、大地も、温泉も
「自分のもので、みんなのもの」

　直井保彦さん、恵さん夫妻の住まいは、上

田市別所温泉の奥まった一角にあります。美

しい里山に包まれるようにたたずむ神社の境

内から急坂をたどって玄関へ。車では直接ア

クセスできない、築半世紀を越えたこの家に

出会った10年近く前、直井さんたちは「以前

からここに来ることが決まっていた気がする」

ほどの親しみを覚えたといいます。

　「今は都会偏重的な空気の世の中ですが、

いつか田舎や山あいが再評価され、価値観が

逆転するときが来ると思うんです」というのが、

夫妻の共通する意見。里山の自然を身近に

感じ、地域の人 と々親しく語らいながら日 を々

過ごす生活は、10年を経ても夫妻を飽きさせ

ることがありません。

　古くから地域の資源であった別所温泉を、

誰の所有でもなく「財産区」という組織で管

理、保全する姿や、老若男女が暖かく言葉を

交わし合うこの土地の様子は、「自分のもの

で、みんなのもの」を意味するテトゥン語（東

ティモールの言語）「イタニアン」を思い出さ

せると、保彦さん。大地とともに生きる共同体

のおおらかな感性が、別所温泉にも息づいて

いると感じるそうです。

　撮影やNGO活動などで、独立の騒乱が

あった東ティモールやフィリピンの山あいの集

落に長く暮らした経験を持つ二人は、それぞれ

の帰国後、あまりにも「人」が中心の世の中、

特に都会に違和感を覚えました。「開発途上」

と呼ばれる国々の困窮や、廃棄物の山などの

過酷な状況の多くが、実は日本をはじめとする

「先進国」の影響で生まれている現状を目の

当たりにし、また、その環境下でたくましくも美し

く生きている人 と々の交流を通じ、価値観が大

きく変化していたのです。

　直井さん夫妻にとって別所温泉は、自分た

ちの価値観に正直に生きる場所。そして、多

様な働き方、多様な活動を通じ、自分たちがめ

ざす生き方ができる場所にほかなりません。

大地を感じ、民族を考える
イベントを恒例化

　保彦さんは主として人を撮る写真家として

の活動に加え、芸術文化活動のプロデュー

ス、訪問介護などを、また、恵さんは切り絵、グ

ラフィックデザイン、記者、海外交流アドバイ

ザーなど、夫妻それぞれに多彩な役割をこな

し、暮らしを営んでいます。環境負荷を極力抑

え、できる限り自給を目指し、地域の人 と々積

極的に関わりながら、忙しさに流されることな

く、ていねいな暮らを心がける日々は、都会時

代にはなかった穏やかさに満ちています。

　そうしたなかで育んできた思いを形にし、二

人が共に主催者として取り組んでいる2つの

イベントがあります。別所神社の神楽殿を舞台

に、さまざまなアーティストを招いて行う火と太

鼓の祭り「daichi no kioku（大地の記憶）」、

そして平和への思いをテーマにした「うえだ平

和映画祭」です。

　2011年の東日本大震災を機に、「かつて

の人々がしてきたように、鎮守の森に集い、

アートや音楽を通じて大地と人とのつながり

を見つめ直し、日々の暮らしに感謝をささげよ

う」と始めた「daichi no kioku」。6回を数え、

アーティストも参加者も心を一つにして楽し

み、充実感とともに次回を待ち望む、昔からの

祭りのような空気が生まれています。

　「うえだ平和映画祭」は、ドキュメンタリー映

画監督、故岩佐寿弥氏の「地方に世界の民

族を考える映画祭があってもいいよね」という

言葉を力にスタート。単に反戦を訴える取り組

みではなく、映画を通じて地球規模で民族や

平和に目を向ける取り組みとして上田に定着

し、2016年に4回目を迎えました。

未来へつないでいくものは何だろう
誰もが自然に語り合える場所へ

　「普通の人が普通に平和や、歴史や、民族

や、地球の未来のことを語れたら、世の中って

もっといい方に向かうんじゃないかな。上田が

そんな場所になっていったらいいなと思いなが

ら活動しています」と、保彦さん。恵さんも「消

費するだけ、廃棄物を生み出すだけ、目の届き

にくい遠い国々に負担を強いるだけの生き方

から脱却しようと、今の生活を選んだんです。

だから活動しないと」と、意欲的です。

　現在、子育てにも奮闘中の夫妻。これから

子どもたちが生きていく未来を、希望の持てる

ものにするための草の根の活動を、地道に、し

かし確かな足取りで続けています。

PROFILE
なおい やすひこ
1976年 愛知県名古屋市出身。
企業の写真部に所属して写真を学ぶ。東ティモールで市井の人 を々撮影し、2002年5
月には独立に立ち会う。その後、NGOに同行してフィリピンパヤタスでゴミが野積みさ
れた最終処分場に関わる人々を撮影。ここで恵さんと会い結婚。写真家、プロデュー
サー、訪問介護スタッフとして活動。

なおい めぐみ
1978年 長野県上田市出身。
NGO職員としてフィリピンパヤタスで医療関係の業務に従事している時、保彦さんと
出会い、写真と撮影の目線に共感。結婚し、長女出産を機に2007年から上田市別所
温泉に在住。上田高校スーパーグローバルハイスクールの海外交流アドバイザー、切
り絵アーティスト、グラフィックデザイナー、ローカル紙記者として活動。
夫妻で「うえだ平和映画祭」、別所神社神楽殿を舞台にしたイベント「daichi no 
kioku」を主催している。

昔の風景や空気や人付き合いが残っている、
心地よい地域です。今の世の中は「人」が中心
過ぎますよね。自然や大地とつながりながら、
人同士も胸を割って語り合い、つながり合え
る、そんな実感を得るきっかけを、この別所温
泉から発信できたらと思うんです。

上田市別所温泉の魅力

一つの役割にしばられ過ぎると生きているこ
とに疲れ、鈍感になってしまう気がします。そ
の点、多役型の働き方、生き方は、自分自身を
安定した状態に保てるいいスタイルだと思い
ますね。でも、つい時間に追われがち。日々の
生活をていねいにしていくことが課題です。

多役型実践に必要だと思うこと

別所温泉の奥まった一角にひなびたたたずまいを
見せる直井さんの住まい。塩田平の豊かな自然を
見渡す高台を拠点に、夫妻はさまざまな活動を展
開。保彦さんの写真は人へのまなざしがとめどな
く温かい。

介護職 記者クリエイター 草の根文化
芸術活動家

大地とつながりながら、愛を持って、ていねいに生きる。
そんな暮らし方が、この別所温泉では自然にできると感じます。

平和や歴史や地球のこと、気負わず普通に語り合えたらいいなと思うのです。


















